
様式1-1 大牟田市立米生中学校 No.1

目標達成のための方策
(取組指標)

評価 評価 コメント

工夫されたわかりやすい
授業の実施 2.9 A

学習体制の整備 3.1 A

学習指導組織の工夫 2.8 B
指導と評価の一体化を図る 2.6 B
校内授業研究会の充実による
指導力の向上 2.7 B
職員研修の奨励による
授業力の向上 2.8 A

教師の率先垂範による生徒との
日常活動の充実 3.1 B

諸活動を通した豊かな心の育成 2.9 B
教育相談を通した不登校の解消 2.9 B
ガイダンス機能を重視した進路指導の
展開 2.8 B

学力等の
実態【評価】 2.6 B

挨拶、言葉遣い、容儀の徹底によ
る人間関係作り 2.8 B
防犯や非行防止学習を通した規範
意識の醸成による人間関係作り 2.9 A
道徳の重点価値項目との関連を
図り、人権・同和教育・福祉教育等
と関連した人間力の向上を図る

2.9 A

異年齢による縦割り集団活動での
人間関係づくり 2.8 B
異年齢集団による体育的活動に
於ける体力増強と人間関係づくり 3.1 A

ピアサポート活動の展開 2.7 B
幼稚園や小・中・特支学校や地域
との交流による人間関係づくり 3.3 A

社会性の
実態【評価】 2.9 B

年間通した生徒による朝の「あいさつ運動」展開や校内各種行事での容儀、言葉遣い等で
の達成率で判断。

○各教科の改善案が明確なので
その効果的な実践が課題である
○指導と評価の一体化に関し
て、まだ々、不十分なところが
認められる。
○昨年度から継続して補習居残
り学習等で低学力生徒に対して
学力補充を各教科でよく取り組
まれている。
○研修の機会はあるが、なかな
か自習や授業振り替え等を考え
ると遠方での研修参加は困難。
○校内授業研究会の更なる充実
が望まれる。
○師弟同行の清掃活動など日常
活動は良くなされているが、地
域連携活動となると、一部の職
員に負担をかける傾向にある。

○確かな学力保障では補習居残り学習
等でレベルアップをしてあることは大変
良いことであると思います。ただ受ける
側の努力不足があるのではと思います
○授業参観等で生徒が熱心に授業に取
り組んでいる様子がよくわかる。
○学力の向上が大きな課題としてありま
すが、その現実に対して適切な自己評
価がなされていると思います。
○１Ｐノートなど家庭学習の取り組みは
いいと思う。
○基礎学力の定着に向けて小学校でも
家庭学習の充実は重要です。共通課題
と個別課題など学年や個に応じた対策
が必要です。この点は中学校とも連携し
ながら進めていかなければなりません。
○小学校の校内研に中学校の先生方も
参加して頂く機会があれば企画したいも
のです。
○宿題プリントや１Ｐノートの工夫は認め
る。家庭での問題でもあるが、予習復習
を含めた自らすすんで家庭学習を行うよ
うになるような工夫を考えてもらいたい。
○通常授業以外の研究会や研修が増
えている感じがする。そのような中、地
域連携活動だけでなく課外クラブやボラ
ンティア活動など行ってありますが、これ
らについては、生徒も理解していると思
います。

○課題が明確なので、それを進めてい
けばよいのではないでしょうか？
○生徒一人ひとりを見て個別に応じた対
策をとっているのはとても良いと思う
○学力向上への取組みをさらに進めて
ほしい。学力アップには小中地域の連携
地区公民館の事業活用を検討してみて
はどうか。
○地域行事へは意欲的に参加してい
る。その活動の動機が成績アップや進
学のためといった自分のためだけである
ならば危険である。

○学力の分析と学力向上に向けた効果的
な取り組みの策定。
○生徒の学力実態、学習状況等を詳しく調
査分析し、課題を明確にするとともに、その
課題解決に向けた効果的な手立てを具体
的に作成し、実践していく。
○授業に関しては、生徒の興味・関心が湧
き、思考力、判断力、表現力が高まるような
教材研究と発問に工夫した授業改善に努め
る。
○家庭学習の取り組みは上級学年に進級
するほど改善されつつあるが、依然として不
十分である。小中連携したところの継続した
取り組みが必要である。
○現在の「全員授業公開」のあり方につい
て再検討し、教育効果が上がるように改善
していく。
○公開授業後の「授業整理会」の持ち方に
ついて、部活動との絡みを考慮しながら合
わせて、多数の参加が可能な仕組みを工夫
する。

○中学校三ヶ年を見通したキャリア教育の
充実を図るという視点で、各学年の取り組
みを再度検討し、暫時再編改善していく。
○不登校解消に向けた取り組みとして、従
来からの中１ギャップ解消の取り組みと共に
「良好な人間関係づくり」を促す様々なプロ
グラムを推進し、進路保障をしていく。

Ａ：自己評価は適切である Ｂ：自己評価はほぼ適切である Ｃ：自己評価はあまり適切でない Ｄ：自己評価は不適切である

自己評価
学校関係者評価

４：目標達成（90％以上） ３：ほぼ達成（70％～90％） ２：もう少し（60％～70％） １：できていない（60％未満）

良好な
人間関係
づくり

確かな
学力保障

と
進路保障

教科の重点と達成の手だて
の明確化

学校関係者評価

結果（成果と課題）

生徒の自己評価におけるポイントを向上させたかの達成率で判断する。
教師の評価におけるポイントを向上させたかの達成率で判断する。
保護者の評価におけるポイントを向上させたかの達成率で判断する。

生徒の姿による達成度
(成果指標）

幼・小・中・特支学校間での授業交流や地域行事への生徒の積極的参加達成率で判断

各行事に於いて、学年を超えた縦割り集団で取組む機会を多く設定し、人間関係づくりの
達成率で判断する。

自 己 評 価

工夫のある授業を行い教科の目指す生徒像が達成されたかの達成率で判断する。
指導計画の実施状況の確実な展開と確認による達成率で判断する。

少人数・ＴＴ授業・課題別など柔軟な学習集団を編成し授業できたか達成率で判断。

B

重点目標

家庭学習（宿題プリントの工夫）を含めた学習体制の整備と確立を図り１Ｐノートの指導、
各教科毎の宿題の出し方に工夫、各教科の特性を活かした各種コンクールの実施（漢字、
計算、英単語、数検、英検、英会話など）ができたかの達成率で判断する。

○教育相談をもとに個別のケー
ス会議を多く設定でき、きめ細
かな対応ができた。
○学年、教科の標準学力検査の
平均値に関しては、年度毎に不
安定な要素が依然として認めら
れるので、進路保障に向けた学
力向上と学力安定の継続した取
り組みが今後も必要である。

主題に基づく全体授業研究会や年間を通した全員公開授業期間を設定し、全員授業
公開した後の授業整理会で参観者による適切な指導助言の達成率で判断する。

2.9

場や時に応じた適切な評価の工夫を行い評価結果を指導に生かしているかで判断。

生徒会活動の自主運営、地域行事への意欲的な参加を通した達成率で判断する。

教科経営案で、確かな学力に関しての目指す生徒像やそれに対応する手だてが明確と
なっているかの達成率で判断する。

平成２３年度 学校評価報告書

学力保障、進路保障(キャリア教育)、異年齢集団との交流を通した人間関係、の育成

キャリア教育を推進し、適切な職業観・勤労観の育成がなされたかの達成率で判断。

重

点

目

標

に

関

す

る

評

価

心豊かで健やかな身体を持ち、主体的に学び、真剣に生きる生徒の育成

評 価 計 画

教育相談の計画的な実施、ケース会議の開催、ＳＣ・関係機関・養護教諭を含めた連携
及び悩みの解消に向けた教育相談の充実と不登校生徒の減少率で判断する。

重点目標

学校教育目標

改善計画
（次年度に於ける改善策）

○犯罪防止教育と並行して,昨今の情報メ
ディアを媒介とするサイバー犯罪の被害者
にならないための防止に関する教育の充実
も合わせて推進していく
○地域と連携した福祉活動や福祉行事へ
の参加を通して、生徒の道徳的心情を育成
する
○高齢者、特別支援学校生徒、小学生、幼
稚園児などの異年齢交流を通して更なる文
化の伝承や人間関係づくりを増進する。

○「人間関係作り」に関する活
動が、まだ々不十分で検討の余
地がある。

○地域との交流では、土・日・
祭日で休養したいにもかかわら
ず、生徒は自主的に良く参加し
活動している。

○毎日の登下校の際、地域の方々との挨
拶を徹底することを通して健全な人間関係
力の増進を図る
○異年齢集団による交流の機会と場を多く
設定し、時と場に応じた人間関係を多く体験
させ、社会性と適応力を体得させる。
○地域交流の継続と中1ギャップ解消に向
けた小中間の行事・授業交流の促進を図
る。

○朝の挨拶運動はマンネリ化し
てきたがよく活動している
○生徒の言葉遣いを指導する教
師側に、時々不適切と思われる
言葉遣いが依然として認められ
るので、お互いに気をつけたい
ものである。
○異年齢集団による縦割り集団
活動については効果が認められ
たが更なる工夫が必要である。

○進路保障については生徒の希望を如
何に満たすかと云うこと。
○挨拶運動は良く出来ていると思う。地
域との交流では例えばそうめん流し等で
見られたように自ら立案計画をし、それ
も着実に実行したことを評価する。
○地域に於いては生徒の明るい挨拶は
高齢者にも大変喜ばれている
○運動会での各ブループのかけ声や行
進などの立派な態度に感心しました。小
学生の児童にも見せたいと思いました。
○独り暮らし高齢者訪問で顔見知りにな
り、やさしい思いやりの心が育っている。
○小学校でのクラブ活動やバスケット、
リレー等中学生による実演指導の場面
が設定できると有難い。児童の関心と向
上心生徒の自尊感情育成に有効である
○米生中生徒は良く挨拶ができている
○異年齢による縦割り集団活動は今後
の人間関係づくりにいい取り組みだと思
います。先生や先輩を敬う気持ち、後輩
を労る気持ちを期待します。
○地域行事に中学生が参加してくれるこ
とで、全ての行事そのものがふんわりと
した充実感を味わうことができ、特に昨
年の校区敬老会では音楽部の皆さんに
すばらしい歌声を有り難うございました。

異年齢集団
活動を通し
た人間関係
づくりの推進

確かな
学力保障

（授業改善）

専門研修や先進校授業公開等、個人の要望に合致した研修会に派遣するとともに、必要
に応じて復命機会を設け校内研で成果の共有を図れたかの達成率で判断する。

進路保障

「各行事に於ける準備」「朝の挨拶運動」「日常の清掃活動」「放課後の補充学習」「地域
ボランティア清掃活動」等での協同作業達成率で判断する。

学校全体や学年行事等の活動を通して支持的風土を醸成する達成率で判断する。

体育的行事等を通して体力・精神力・忍耐力などの向上と充実に努めながら、更に異年齢
集団による体育的活動によって、人間関係づくりが増進されたかどうかで判断。

前年度の米生中学校標準学力の平均値よりアップしたかの達成率で判断する。
保護者の授業への満足度を向上させることができたかの達成率で判断する。

[非行万引き防止][いじめ防止][薬物乱用防止][不審者対応]等の授業を体験活動、道徳、
学級活動の関連授業として実施し、実際の生徒の変容達成率で判断する。

「思いやりの心」「支え合う心」「差別をしない心」について重点配分した道徳の授業を実施
すると共に「独居老人宅訪問」「介護施設訪問」「老人擬似体験」「手話」など人権同和福祉
教育と絡めた体験型心の開拓に努め社会性人間力、自尊感情達成率で判断する。





様式1-2 大牟田市立米生中学校 No.2

評価の観点 評価指標 (成果指標または取組指標） 評価 評価 コメント

学校評価とＰＤＣＡサイクル 自己評価を前期と後期の２回、学校関係者評価を年間２回実施し、それをもとに改善している 3 B

教科経営案で確かな学力に関しての目指す生徒像やそれに対応する手だてが明確となっている 3.1 B
確かな学力保障として、わかりやすい工夫のある授業を行い、教科の目指す生徒像を達成している 3 B
適切な評価の工夫を行い、各教科担任の評価と指導の一体化を図っている 2.8 B
すべての教科領域等で基準時数以上を確保している 3.3 A

指導組織や耐性の充実 基準時数以上で配当された教科で少人数、課題別など柔軟な学習集団を編成し授業を実施している 3.1 A
校務分掌の明確化 校務を的確に分担（組織編成）している 2.5 B

○適切な評価がなされていると思います。

組織的な生徒指導 基本方針等を教職員が共通理解し生徒指導（問題行動対応・積極的な生徒指導）を実施している 2.8 B
全員対象や個別のチャンス相談などの教育相談を実施し、悩みや不安の解消に当たっている 2.8 B
スクールカウンセラーや関係機関等との連携を図りながら、指導を実施している 3.1 A

問題行動や不登校 問題行動発生時の迅速な対応と継続した事後指導及び不登校生徒に対する継続した取組みの徹底 2.8 B

組織的計画的な進路指導
キャリア教育の一環として、職業観・勤労観を育む全体計画、年間指導計画を立案し、計画的な実践（学校活動・総合）が
行われている 3 B ○不登校生徒に対する進路保障については米生中だけの

課題ではないと思います。

指導方法の工夫改善 啓発的な体験活動（職場体験・福祉体験・高校一日体験など）と関連させ、効果的に実施している 3.2 B ○適切な評価がなされていると思います。

進路保障 卒業時の進路が保障されている（希望者の進学率や就職率100％など） 3.3 B

指導方法の工夫改善 教科や生活等における対象生徒の個別目標を的確に設定し、指導方法の工夫改善を行っている 2.9 B

生徒の健康管理能力の育成 健康観察や保健便り、健康診断の連絡等を通して、健康に対する自己管理能力を高めている 3.1 A ○適切な評価がなされていると思います。左記結果と同感。○生徒会専門部会の活動と連動した保健指導を展開させる。

○適切な評価がなされていると思います。

危機対応能力の育成 避難訓練、心肺蘇生・AED講習、不審者訓練等、安全意識を高揚させ自己対応能力を高めている 2.8 B ○地域との共同も検討していただきたい。

授業研究 主題に基づいた全体授業研究会を年2回、及び全員公開授業の期間を設定し全員授業公開する 2.9 B

一般研修 生徒指導や服務や教育法令等に関する研修会、学校の実態に応じたテーマの研修会を計画的・適切に実施している 2.7 B

個人研修
専門研修や先進校授業公開等、個人の要望に合致した研修会に派遣するとともに、必要に応じて復命の機会を設け、校内
研で成果の共有を図る 2.7 B

地域人材の活用 職場体験や福祉体験など地域人材（A,B,Cボランティア）を活用した研修を推進している 3.2 A

樹木伐採・除草作業、花壇整備、清掃活動などの指導を適切に行い、校内環境美化に努めている 3.3 B

生徒作品類の展示や校内掲示物の適切な管理をしている 3.1 B

破損や補修箇所を早期に発見し、可能な限り早期に改善している 2.9 B

備品の整理・整頓と計画的な購入を実施している 2.9 B

○備品の整備は進んだが費用負担はどこがすべきか（市
教委、学校、募金など）購入方法について検討する必要が
ある

環境整備

○独自のメールシステムを活用している。
○活発な地域の取り組みと融合し、うまく活動している。
○駛馬かっぱ祭りや駛馬人情ネットワークなど地域づくりに
参画できている。更に、そうめん流しや人情巻きずし作りを
通して、小･中・有明高専の生徒間の交流会が、できたらい
いなと思っている。

A：自己評価は適切である B：自己評価はほぼ適切である C：自己評価はあまり適切でない D：自己評価は不適切である

○施設設備の計画的で具体的な補修改善計画を立て、破損箇所の
修理や補修を迅速に行う。
○校内環境美化については,従来通り師弟同行で共通実践に努め
る。
○校内美化については、各生徒会専門部会活動と連動しながら年間
計画に従って、定期的に実施していく。
○校区内在住の地域人材（ＡＢＣボランティア）の協力を得て、花苗の
植え替えで花壇の整備に努める。

４：目標達成（90％以上） ３：ほぼ達せ期（70％～90％） ２：もう少し（60％～70％） １：できていない（60％未満）

授業参観、学校行事などを通して、学校を開放している （保護者や地域の参加を高める）
かっぱ祭り、駛馬地区公民館翔馬祭、そうめん流しなど校区内各種催しものへ積極的に参加している 2.9学校解放・地域行事への参

加

各種たより（学校、学年、学級、保健、図書）や学校HP等を通して、学校の情報を適切に提供している 3
○市内共通の「電子Ｍボード」に学校便りを載せ、学校情報を開示し
ながら定期的に記事内容を更新し、正確で適切な情報伝達に努め
る。

○校区内の他団体開催の各種行事には積極的に参加させ、奨励し
ていく。
○校区内在住の地域人材（ＡＢＣボランティア）の協力を得て、将来、
地域活動を担っていくであろう本校生徒の人材育成に努めていく。

研 修

教育課程の適切な
編成・実施評価

教育相談

環境美化

協働体制づくり

情報の提供

校内安全点検、危険箇所点
検

教育課程・
学習指導

校内体制の明確化

領 域

自己評価

情報提供

進路指導

生徒指導

安全管理

学校関係

特別支援教育

2.9 ○学校教育目標の具現化に向けた取り組みで、職員間
において意欲や意識に温度差があり一枚岩になってい
ない。やはり、主義･主張を超えたところの教師として
の良心に基づく熱意・やる気・協働意識が大切であ
り、教師としての人間性向上が生徒の教育力向上に繋
がっていくものと思う。
○新学習指導要領の完全実施に伴う詳細な確認事項の
徹底に向けた部分での校内教科部会の設定が新たに必
要と思われる。
○評価と指導の一体化の部分で、まだ々、改善しなけ
ればならないところが認められる。

○日常不断の意識の強弱が成果に影響している。

校内の安全点検を毎月1回行うとともに、校区内の危険箇所点検を学期に1回行っている

学校教育目標（中期目標）の達成のための教育課程編成方針や重点が明確であり、教科・道徳、特別活動、総合的な学習
の時間が有機的に関連し、時数の配当等が最適化されている

2.9

特別支援教育担当者を中心に、関係の教師が協働して実態の把握、指導計画の作成にあたっている

主幹・主任・主事がリーダー性を発揮するとともに、各種委員会（運営委員会、生徒指導委員会、研究推進委員会、教育相
談会、木曜懇話会など）、分掌部会、学年部会等の効率的な運営を図っている

○学校関係者の行事や授業参観は予定通り実施でき
た。

2.8

学校教育目
標・ 学校
評価

中長期目標・重点目標
生徒の実態、保護者や地域の願いなどをもとにした中・長期目標をもとに、教育課題・経営課題につ
いて単年度目標（重点目標）を適切に設定している

組織運営

平成２３年度 学校評価報告書

評 価 計 画 学校関係者評価
改善計画

自己評価

結果（成果と課題）

総

括

的

な

評

価

保健管理

保護者･地
域住民との

連携

教育環境整備

○校務分担に関して、一部の職員に軽重の偏りが見ら
れる。
○同じ人間が多くの仕事をしている傾向がある。

○学校全体での共通実践ができていて、生徒は落ち着
いた生活をしている。
○他校との情報共有に基づく、行動連携が問題行動の
抑止に繋がり、少なからず効果的であった。

○第１学年から第３学年までの系統的なキャリア教育
についての見直しと手直しが今年度は必要である。
○不登校生徒に対する進路保障が課題である。

2.8 ○特別支援教育担当者会の更なる研鑽と進学・進路保
障の充実に努める。

○適時性のある健康管理便りが効果的であった。

2.8

○学校関係者評価による学期毎の行事における学校訪問機会をで
きるだけ多く設定し、前期と後期の２回実施する学校関係者評価を実
態に即した適切なものに改め、学校改善の明確な指標を得て具体的
な改善に活かすように今後も継続していく。

○小規模校であるため、不登校や問題行動については担任や補導
主事任せにするのではなく、副担任の積極的なサポートを含めて、全
校体制で組織的に行う。

○全校で支持的風土の醸成を推進し、自己存在感のある自尊感情
を育む互いに尊重する人間関係になれる生徒指導を展開する。
○不登校生徒については初期対応での未然防止を徹底し、背景を
考慮しながら、その後も継続した対応と誠意ある取り組みをしていく。
○報告、連絡、相談を密にし、日常的な情報共有を促進して、学年セ
クトに陥らない全校体制による組織的で、きめ細かな対応と関係機
関との連携を強め、特に「いじめ」については早期発見、早期対応、
早期改善に努める。

B

B

○3学年を見通したキャリア教育の更なる充実と深化を図り、系統的
で発展的な教育課程の編成に努める。特に、３ヶ年を見通した資料
を、進路主事や特活担当者を中心に整備していく。

○隣接する大牟田特別支援学校との交流教育の更なる充実を図り、
支援を要する生徒の個別目標に対する的確な指導方法の工夫改善
を今後も継続して努める。

○AED,心肺蘇生講習を毎年実施し救命危機対応能力の向上を図
る。
○定期的な危険箇所点検の未実施の防止を徹底する。
○定期的な防災訓練を通し臨機応変な危機対応能力向上に努め
る。

○緊急対応に対する訓練は比較的よくなされている
が、臨機応変な柔軟な行動にも配慮したい。

○現時点で、まだ数人ほど、公開授業の未実施がある
が、もう少し早い段階での公開授業の計画が望ましい
と思われる。
○授業研究会が生徒の学力向上に直結するような効果
的な成果が上がるように、もっと工夫改善していかな
ければならないと思います。

A

A

○本年度から松山主幹教諭によるＭボード更新が定期
的になされるようになり、学校情報が保護者・地域に
伝わる機会が更に多くなり、地域との情報交流がス
ムーズにいくようになった。
○地域の行事、教育力向上、徘徊模擬訓練、ユネスコ
スクールなど、本校職員による献身的な協力によっ
て、目標が達成されている。
○地域連携の期日によっては、なかなか協力態勢が困
難な場合もあり、参加協力態勢について、一部の職員
にしわ寄せが偏らないようなシステムの工夫が必要で
ある。
○校内除草が定期的に行われたので、見違えるほど雑
草が減少し、学校美化環境が整頓された。
○視聴覚器機整備として、大型ＴＶが整備され情操教
育への効果が発揮できるようになった。

B

B

○生徒指導、学習指導、進路指導、クラブ指導など本当に
多忙な日々だと思います。多感な時期の心の問題への対
応は一朝一夕にはいきませんが、地道に進めていくしかあ
りません。
○適切な評価がなされていると思います。
○生徒指導のお陰で落ち着いた生活をしていると思います
が、ここまでしなければならないかと思ったこともあります。
○学校全体で生徒指導はきちんとできている。生徒は落ち
着いている。

B

○適切な評価がなされていると思います。
○授業参観などの行事は予定通り実施できたが第２回評
価委員会が開催されていない。【(学校側説明)第２回中間
評価委員会は今年度は日程都合上、授業及び行事参観に
置き換えさせて頂きました】

○各教科の目指す生徒像達成に向けての具体的で効果的な指導工
夫や手立てについて、校内研究と絡めて推進していく。
○各教科に於ける目指す生徒像の明確化とそれに基づく年間カリ
キュラムの見直しを定期的に推進する。
○校内研究と授業改善を連動させ、効果的な手立てを工夫する。
○独り担当教科については、できるだけ担当者複数の他教科とグ
ループを構成し、教科枠を超えた学力向上について智恵を出し合う。

○指導と評価の一体化を更に徹底していく。
○家庭学習の習慣化に向けた長期的な取組を実施する。
○毎時間の道徳授業及び人権同和教育について、昨年度不徹底で
あったので、各学年担当者が学年黒板に道徳項目と主題名を書くこ
とを徹底していく。更に展開案と資料を事前に準備するように各学年
の責任者が計画し、推進する。

○適切な評価がなされていると思います。
○校内除草、樹木伐採などは一部の人のしわ寄せになっ
ていないか

○Ｍボードにより中学校の様子が分かり参考になっていま
す。

○適切な評価がなされていると思います。

○中学校に於ける学力の二極化など個人差の拡大は頭が
痛いと思います。小学校でも基礎学力を少しでも底上げで
きるようにしたいと考えています。

○適切な評価がなされていると思います。
○軽重の偏りが見られているとしても学校全体では差し支
えないようで職員間のフォローによりうまくいっているので
はないでしょうか。

○教育公務員である教師の授業公開は当然ではないで
しょうか。学校開放を唱えるならば、先ずは教室公開、授業
公開、自己公開と繋がると思います。
○適切な評価がなされていると思います。
○先生方も大変ですが、生徒の学力向上のため、よろしく
お願いします。

○授業全般について、教師側と生徒側のそれぞれの実態と現状課
題を明確にするとともに、改善に向けた原因分析を十分行い、具体
的な共通実践を通して、学力向上に努める。
○より効果的な家庭学習の習慣化・定着化に向けて、校内研究と絡
めて様々な試行を重ねながら模索する。
○個人研修の奨励を推進するとともに、個人研修が可能なサポート
体制の確立と整備に務める。




